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指定研究会活動報告書
研究課題　　　　アフリカと世界　　　　　　　　　代表者　　川端　正久　　印
共同研究員　北川勝彦、佐藤誠、高橋基樹、望月克哉、遠藤貢、戸田真紀子、峯陽一、正木響、西浦昭雄、杉木明子、岩田拓夫、加茂省三、斉藤文彦、大林稔、落合雄彦
研究期間　　2008　～　2010　年度
１．研究会開催内容
第1回　4月18日（土）本学深草学舎紫英館２階第１共同研究室　

ギャレス・オースティン（London School of Economics, University of London）
“Poverty and Development in Sub-Saharan Africa: a historical perspective”
北川勝彦（関西大学）
「経済史の立場からみた現代アフリカ経済──Economic History Review誌上におけるギャレス・オースティン氏の近業を中心に」
第2回　7月11日（土）本学深草学舎紫英館２階第１共同研究室
望月克哉（アジア経済研究所）
「アフリカン・ピア・レビュー・メカニズム(APRM)の進捗と停滞」
落合雄彦（龍谷大学）
「西アフリカにおける国際的な薬物密輸」
第3回　9月26日（土）本学深草学舎紫英館２階第２共同研究室
大林稔（龍谷大学）
「研究計画案：日本の対アフリカ援助政策の分析」
坂井真紀子
「農民組織による地域開発──チャド南部における『参加型介入』の分析」
舩田クラーセンさやか（東京外国語大学）
「アフリカ市民社会の可能性と課題──2008年TICADIV/G8サミットおよびザンビアの事例から」
第4回　12月19日（土）本学深草学舎紫英館２階第２共同研究室
岩田拓夫（宮崎大学）

「市長になること──地方分権化とグローバル化時代の政治の変化」
杉木明子氏（神戸学院大学）
「ケニアにおける政治体制の変動とマイノリティの権利」
２．研究成果の概要（簡潔に記入ください）
2009年度は計4回の研究会を開催した（アフラシア平和開発研究センター4班研究会および社会科学研究所落合グループとの共催を含む）。また、共同研究者の北川勝彦（関西大学）を現地調査のために南アフリカへ、杉木明子（神戸学院大学）をケニアへ、そして正木響（金沢大学）をガーナ・トーゴへとそれぞれ派遣した。このように2009年度は、講師を学内外から招いて研究会を開催したり、共同研究者を海外に派遣したりするなど、「アフリカと世界」をテーマにした活発な研究会活動を展開した。
３．その他（特に記載しておくべきこと）

